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業「ヤングケアラー支援施策推進のための普及啓発」事業
として２０２１年９月２１日から２０２３年３月３１日の期間に
実施した事業の記録です。

2023年３月３１日
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事業要旨
２０２３年３月31日作成 文責：古賀久恵 （事業担当責任者）

1. 事業名「ヤングケアラー支援施策推進のための普
及啓発事業」

2. 事業の目的
本事業はヤングケアラーに対する社会全体の理解
が深まり、ヤングケアラーとその家族が孤立せず安
心して暮らせる社会となることを目的とし実施した。

３. 事業の内容
ヤングケアラーに関する研修動画を３巻作成し、全国
の自治体並びに社会福祉協議会、福祉系NPO等へ告
知。120巻を頒布（販売・寄贈）し、全国各地でヤング
ケアラーについての理解を深めるための研修会等に利
活用された。また、ヤングケラー支援に関する基礎的な
講座とアドバイザー的な人材を養成するための講座を
オンライン（eラーニング）にて提供した。

４．結果

DVDならびに講座の受講者は全国的な広がりとな
り、ヤングケアラーの理解と支援のための普及啓発
を促進することにつながった。また、支援者同志の横
のつながりを作る機会を提供できた。受講修了生か
らのアンケートでは約９割から「他の人にすすめた
い」という高評価を得た。

さらに本事業名称にもなっている「ヤングケ
アラー支援施策推進のための普及啓発」につい
ては、２０２３年３月末日時点で、ヤングケア
ラー・ケアラー支援に関する条例を制定した自
治体は17自治体となり、本事業での制作物や
講座が多くの自治体で活用されたことを鑑みて
も、各地の条例制定過程に影響を与えたと言っ
ても過言ではなく、一定の成果をあげた。

５．考察
本事業を通して、ヤングケアラー支援に関しての

関心は、地域による温度差があることが示唆された。
また、ヤングケアラー支援に関わっている人たちが
孤軍奮闘していることも明らかになった。さらにヤ
ングケアラーとその家族が孤立せず安心して暮らせ
る社会となるために、ヤングだけでなく全世代を加
味した検討が望まれる。

６．今後
今後は、条例を制定する自治体（現在の17自治

体）をさらに増やすように、引き続き本事業で作成
した教材（研修動画とeラーニング教材）を使いな
がら啓発活動を行っていきたい。
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事業要旨（補足）

補足

事業を実施して明らかになったこと

1  研修のニーズ

事業開始当初に想定していた以上に、自治体職
員の参加が多く、ヤングケアラーコーディネーターと
しての業務を行っている職員がすでに全国に多数い
ることもわかった。

今後もヤングケアラーコーディネーターに就任する
自治体職員は増加し、それに伴い研修ニーズも増加
し続けることが予想される。

２ 業務内容の明確化の必要性

ヤングケアラーコーディネーターの業務内容が、ま
だ明確ではなく、地域ごとに内容にもばらつきがあ
ることがわかった。

ヤングケアラーコーディネーターの役割や具体的な
業務内容について、明確にする必要がある。
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0 事業概要
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0 事業概要

目標

ヤングケアラー支援は新しい社会的課題であるため

１ 社会全体の理解・認識をできるだけ早急に広める

２ 全国で活動できる普及・啓発・研修を担える人材を早急に養成する
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「ヤングケアラー支援施策推進のための
普及啓発事業」の内容

１：研修動画の作成

【計画】

①2021年12月末までに
順次作成

②2022年1月～

広報・販売

【計画】

①2022年5月～8月

養成研修プログラムの作成

②2022年10月～12月

インストラクター養成研修の
実施

３：研修教材の作成２：人材養成研修の実施

【計画】

①2022年４月～７月

教材の作成
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【状況】
①②共に計画通り遂行

【状況】
①計画通り遂行
②オンラインコースを10月から
開講

【状況】
①計画通り遂行
オンライン講座用に作成



１ 研修動画について
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DVD（動画）のニーズ

【背景】

・全国の自治体から講演依頼が多く寄せられている

講師が不足している（申請時も現状も）

【主に自治体からの要望】

・何度かに分けて研修を実施したいが予算がないので、動画の教材が
ほしい

・地方では会場までくるのに遠い職員もいるため動画で配信したい
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DVD（動画）のPR
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←チラシ 6300枚印刷 ↑ HP内 DVDPR動画



研修動画による啓発・普及

Vol.1

自治体向け

Vol.3 

一般市民向け
Vol.2 福祉・教
育関係者向け

『ヤングケアラーへの

理解と支援のために』

DVD3本

 2021年12月収録

 2022年1月完成

 2月より販売・頒布開始

12https://carersjapan.com/trainingvideo/



普及（頒布）状況
27都道府県
120本（頒布）
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自治体

33%

NPO・福祉

33%

教育関連・図書館

19%

社協

14%

その他個人・メディ

ア

1%

頒布先種別



DVD映像自治体での活用例
岐阜県のケース
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DVD研修映像を活用して研修会を開催した例：
受講者数：642名（受講期間 ２カ月）

【主な感想】
・「ケアを担っていることを否定しない」ことが重要と学んだ（福祉関係者）
・様々な先生方と情報を共有しながら、対応していきたい（教職員）
・本来守られるべき「子どもの権利」が分かった（教職員）
・関係機関へ繋げていくことは出来ると思った（市町村職員）
・その存在が分かったとしても、どこまで介入できるかとても難しいと感じた

（教職員）
・１８歳以上の若者ケアラーという言葉もあることを知った（福祉関係者）

【自治体担当者からの感想】
県のヤングケアラー支援のための基礎となる、たいへん有意義な研修となった



未普及（頒布）状況 未頒布 20県
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地域 県名

北海道・東北 青森県 宮城県 秋田県 山形県

関東 群馬県

中部 富山県 長野県 静岡県 愛知県

関西 三重県 滋賀県 奈良県 和歌山県

中国

四国 徳島県 香川県 愛媛県

九州・沖縄 佐賀県 大分県 鹿児島県 沖縄県



２ 講座開催準備
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「ヤングケアラーを理解し支援するための
オンライン講座 スケジュール

７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 1月 ２月 ３月

オンライン講座作成
コンテンツ作成・編集

プログラム内容の検討
有識者による研修準備委員会の開催

入門講座の配信（10月～2月）
目標参加者数：200名

17告知・広報（ちらし送付・HP・SNS等）

基礎講座の配信（11月～12月）
目標参加者数：200名

集合（対面）研修
１月28日、31日

支援インストラクター養成
講座の配信
（11月～1月）
目標参加者数：40名



講座準備委員会の開催

場所：コロナ感染防止のため、全てオンラインにて開催

 第0回 2022年5月2日

事前ヒアリング 厚生労働省2名＋委員3名＋事務局1名で開催

 第1回 2022年4月9日 委員3名＋事務局2名で開催

 第２回 2022年6月11日 委員6名＋事務局１名で開催

 第３回 2022年6月30日 委員6名＋事務局３名で開催

 第４回 2022年8月17日 委員５名＋事務局1名

 第５回 2022年10月27日 委員５名＋事務局１名で開催

 以降の開催は集合研修の内容検討委員会

 第６回 2022年11月17日 委員4名＋事務局1名

 第７回 2023年1月6日 委員4名＋事務局1名で開催
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研修準備委員会メンバー（50音順・敬称
略）

・田中 悠美子（立教大学助教）
・中嶋 圭子（社会福祉士）
・牧野史子（NPO法人介護者サポートネッ
トワークセンター・アラジン理事長）
・堀越栄子 （日本女子大学名誉教授）
・松澤 明美（北海道大学大学院 保健科
学研究院 准教授）
・森田 久美子（立正大学教授）
・滝島真優（成蹊大学（特別研究員）
集合研修の部担当（第６回以降参加）



教材作成

2022年3月18日 中野ケアラーテラス 委員2名＋事務局

コロナ禍での開催を踏まえ運営方法の検討

 2022年3月31日 オンライン

出版社の編集者１名＋委員2名＋事務局1名

研修用テキストの仕様について（現在の出版事情も踏まえ）

 2022年7月～11月第2週 毎週木曜日 オンライン

 「オンライン講座教材作成定例ミーティング」を開催

 教材作成スタッフ4名
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教材作成スタッフ
（50音順・敬称 略）

・野手香織（文学修士、編集者・ライ
ター・学術書・専門書を中心にケアラー
関係の書籍等の経験豊富）
・米村浩明（IT会社経営、オンライン講
座立ち上げ等経験豊富）
・古賀久恵（福祉マネジメント修士、オン
ラインコースの問題・解説作成、学習
ゲーム教材制作等経験豊富）
・濱田弥（工学修士、システムエンジニ
ア）



３ 講座開催
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講座の内容と告知

講座募集の方法

・チラシの送付

全国自治体（若者・子ども支援担当部宛て）

・社協・福祉系NPOなど

・HP、facebook等SNS告知

21

左）専用封筒の画像
中）講座募集ちらしの表紙画像
右）講座申込用 PR（LPページ）
https://online.carersjapan.com/

専用封筒の表面に「ヤングケアラー支援」と表記したことで、他部に届い
た案内も担当者へ転送され、受講につながった。



講座募集のチラシ（リーフレット）
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↑チラシ（表） ↑チラシ（裏）

3つ折りにして配布



３つのコースの目標・学習方法

入門コース
ヤングケラーについての理
解と支援についての知識を
学ぶ

対象：一般の方

※多くの方に学んでいただ
くことを目標にしたコース

学習方法：スライドとナレー
ション

基礎コース
ヤングケアラーの理解と支
援についての知識を持った
うえで、ヤングケアラーへの
支援をするための基礎力を
身に着ける

対象：自治体、法人（NPO
含む）関係者や職員、研究・
教育関係者、医療・福祉の
専門職、民生・児童委員、地
域の支援者の方他

学習方法：動画
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支援インストラクター養
成コース

ヤングケアラーを支援する
研修のインストラクターを養
成する

対象：対人援助や相談支援
の知識がある方

学習方法：動画＋対面（集
合）研修



オンライン講座受講者数

各コースの受講者数
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入門コース
１０月１日より募集受付を
開始。

基礎コース、研修インスト
ラクター養成コース
１１月１日より募集受付を
開始。

研修インストラクター養成
コースは、開始受付から
数時間で定員に達した。

コース名 受講生数（人）

入門コース 76

基礎コース 128

研修インストラクター養成コース 40

受講者合計 244



講座受講者の活動地

全国各地から受講

修了生は全国各地で活動

オンライン形式のため

どこからでも受講可能だったことが

全国的な広がりへつながった

※受講生がひとりもいなかった地域もあった
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受講生のいなかった地域
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地域 県名

北海道・東北 秋田県

関東

中部 富山県 福井県 静岡県 愛知県

関西 三重県 滋賀県 京都府 兵庫県 和歌山県

中国

四国 徳島県 香川県

九州・沖縄

受講生がいなかった地域が中部地域と関西地域に集中している。地域に偏りがみられる。



講座アンケート結果①

A 入門コース

受講生76人 アンケート回答数 59 アンケート回答率 78％

・所属：医療・保健・福祉関係37％、自治体22％、その他20％、NPO等15％

・講座開催を何で知ったか

その他35％、連盟のSNS30％、連盟からのDM25％

その他は、日本財団オンライン報告会にて告知したことの効果と考える

・利用した機器 7割PC

・受講者の年代 40代39％、50代24％、60代14％

・講座内容 約7割（40人）が「大変参考になった・参考になった」と回答

・価格 約7割（41人）が「ちょうど良い」と回答

約9割（52人）が「ほかの人にすすめたい」と回答
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感想 意見の多かった回答 ベスト５

１ 基礎の勉強になった（19件）
２ わかりやすかった（１２件）
３ より学びを深めたい（８件）
４ 今後に役立てていきたい（７件）
５ 各章が短く受講しやすかった（７件）

統計的な数字を知ることができた。
確認テストで頭の整理が出来た。
多くの人に受講してほしい。
説明の仕方の参考になった



講座アンケート結果②

B 基礎コース

受講生128人 アンケート回答数 82 アンケート回答率 64％

・所属：自治体33％、医療・福祉24％、自治体から委託を受けている組織14％

・講座開催を何で知ったか

連盟のSNS34％、その他34％、連盟からのDM25％

・利用した機器 7割PC

・受講者の年代 40代41％、50代29％、60代15％

・講座内容 99％（81人）が「大変参考になった・参考になった」と回答

・価格 約6割（52人）が「ちょうど良い」と回答

約８割（68人）が「ほかの人にすすめたい」と回答
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感想 意見の多かった回答 ベスト５

１ わかりやすい講座だった（19件）
２ 基礎の勉強になった。包括的に学べ
た（17件）
３ 研修を実施する際の具体的な知識や
進め方などを理解できた（12件）
４ 具体的な事例や支援アプローチの仕
方を知ることが出来た（11件）
５ ヤングケアラーに対する知識を深めら
れた（6件）

業務に活かせる内容だった、何度でも見
られるので理解が深まった。テストがある
ことで確認ができてよかった。



講座アンケート結果③

C 研修インストラクター養成コース

受講生 40人 アンケート回答数 39 アンケート回答率 98％

・所属：自治体36％、医療・福祉23％、こども若者支援活動団体20％

・講座開催を何で知ったか

連盟からのDM33％、知人などから30％、連盟SNS28％

・利用した機器 8.5割PC

・受講者の年代 50代33％、40代18％、30代18％、60代15％

・講座内容 約95％（37人）が「大変参考になった・参考になった」と回答

・価格 約9.5割（37人）が「ちょうど良い」と回答

約9割（35人）が「ほかの人にすすめたい」と回答
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感想 意見の多かった回答 ベスト５

１ 基礎的な知識、支援の方法、事例を
知ることができた（８件）
２ 実践的な内容で今後の支援の参考に
なった（７件）
3 わかりやすい講座だった（５件）
４ 確認テスト、感想の入力で理解の確
認ができた（４件）
５ 支支援の具体的なイメージを持つこと
ができた（４件）

PDF資料がダウンロードできて良かった。
集合研修でさらに学びたい。自身が講演
を行うにあたり、参考になった。



講座アンケート結果④

C 研修インストラクター養成コース 集合研修事後アンケートより

30

主な感想
・様々な人に会うことができ、意見を聞けた（13件）

・現状の問題を解決しようとしている人がいることに元気をも
らった。意欲が高まった（7件）
・人脈が得られた（4件）
・講師活動のポイントを理解できた（３件）
・今後の活動の参考になった（３件）



集合研修修了者の分布
21都道府県
40名

31

自治体

42%

NPO・福祉団体

35%

教育・医療

12%

社協

8%

マスコミ

3%

集合研修参加者 所属



４ 集合研修の記録
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参加者の職種
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【集合研修参加者の職種】

参加者４０人中
７名がヤングケアラーコーディ
ネーター、８名がケアマネー
ジャーなど福祉職、７名がカウ
ンセラーなど多岐にわたる職
種が集まった
教職員やスクールカウンセ
ラー、学習支援など小・中・高
の学校現場からの参加はな
かった
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２０２３年
１月２８日、
３１日

TKP東京
11E

参加者
各日20名
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修了証書のサンプル→



５ まとめ
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講座アンケート結果より

全コースの結果集計

受講生244人 アンケート回答数 180 アンケート回答率 74％

講座開催を何で知ったか

連盟からのDM、連盟SNS,その他

利用した機器 76％PC

受講者の年代 50代約４割、40代約2割、60代約2割

受講生の所属 約４割が自治体または委託を受けている団体

講座内容 約7割（40人）が「大変参考になった・参考になった」と回答

価格 約8割が「ちょうど良い」と回答

約9割が「ほかの人にすすめたい」と回答
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【３コースに共通する受講の特徴】
受講に利用した機器：
どこでも受講できる講座のため
受講場所に左右されないスマホやタブ
レットでの受講生が多いことを想定して
いたが、７割強がPCでの受講であった。

受講生の年齢層は４０代から６０代が多
く、１０代、２０代、３０代の若い世代の受
講生が少なかった。
受講生は、全国各地から、約４割は自治
体職員または自治体から委託を受けて
いる団体職員であった
講座内容の満足度は高く、約９割が「ほ
かの人にすすめたい」と回答している。



考察 地域性
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地域 県名

北海道・東北 秋田県

関東

中部 富山県 静岡県 愛知県

関西 三重県 滋賀県 和歌山県

中国

四国 徳島県 香川県

九州・沖縄

DVD未配布と講座受講生の未参加地域 【地域による温度差】

DVD未配布と講座受講生の
未参加地域を総合すると、
中部、関西、四国地域か
らの購入と参加がなく、
地域による「ヤングケア
ラー支援」への関心に温
度差があることを示唆す
る結果が得られた



考察 年齢層
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【若い世代が少ない】

潜在ニーズはあるものの若い世
代へ情報が届いていなかったこと
が考えられる。

SNSでの告知を活用したが、
発信先やPRの方法の再検討
が必要である。

10代 ２０代 30代

入門コース 0% 2% 12%

基礎コース 0% 2% 10%

養成コース 0% 9% 21%

合計 0% 6% 13%

オンライン講座受講者年齢層（若い世代）



【DVD頒布・オンライン研修の実施を通
して】

・ヤングケアラーの啓発を目的に全国に
告知をしたが、地域による温度差がある
ことが明らかになった。

 どこでも受講できる講座のため

受講場所に左右されないスマホやタブ
レットでの受講生が多いことを想定して
いたが、７割強がPCでの受講であった

【対面（集合）研修を通して】

 ヤングケアラー支援に関わる担当に
任命されたものの、知識や手法、情報
などを得る機会がなく、孤軍奮闘を
続けている人が多くいることがわかっ
た。

 立場の違う人たちが集まったことで、
様々な視点での意見交換、学びを提
供できた。

・対面での研修は、横のつながりを作
る場の提供につながった。

実施したことでわかったこと
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【明らかになったこと】

 事業開始当初に想定していた以上に、自
治体職員の参加が多く、ヤングケアラー
コーディネーターとしての業務を行ってい
る職員がすでに全国に多数いること。

 ヤングケアラーコーディネーターの業務が
まだ明確ではなく、地域ごとに内容にもば
らつきがあること

 修了生の９割が修了者同志の交流や情報
交換の場、フォローアップ研修の開催を望
んていること



（参加者の声）

 ヤングケアラーへの支援を行っている担
当者向け研修をの開催してほしい

 他機関・多職種と情報交流したい

 実際の支援の現場の事例の共有や支援
方法の検討などを様々な立場の人が一
同に会した研修を開催してほしい

新たな課題
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【ニーズ】

 今後もコーディネーターに就任する自治
体職員は増加し、それに伴い研修ニーズ
も増加し続けると予想される。

 ヤングケアラーコーディネーターの役割や
具体的な職務についての明確化する必要
がある。



【今後の課題】

◆地域差の補完

◆情報交換の場の提供

◆業務内容（役割）の明確化

【今後の取り組み（予定）】

◆啓発と人材育成の継続

・若い年齢層へのアプローチ

・フォローアップ講座の開催

新たな課題
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６ 助成表記画像（ポスト・玄関・購入物
等）
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44２０２２年４月末までの事務所 扉とポスト
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２０２２年５月より 新事務所扉横の表示

※ポストは小さい（薄い）ため
表示は部屋番号のみ
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↑保存書類
←助成ロゴの掲示 ホームページ（Top page
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